
 
 

 

ハンドルウエイト 

 左側ハンドルグリップをハンドルパイプに組付ける工程及びハンドルバーインナウエイトのねじ

部加工が不適切なため、ハンドルバーインナウエイトとハンドルエンドスペーサ間に付着した接着

剤が押し潰されてハンドルウエイトを締結しているスクリュの締付けトルクが低下し、走行振動に

より緩むものがある。そのため、そのままの状態で使用を続けると、走行中にハンドルウエイトが

脱落するおそれがある。 

改善の内容 

全車両、左側ハンドルバーインナウエイト端面に付着している接着剤を取り除き、スクリュの

ねじ部に緩み防止剤を塗布し、規定トルクで締め付ける。 

改 善 箇 所 説 明 図 

識別：車台番号付近に黄色の識別ラベルを貼付する。 

不具合発生箇所 

注：      は緩み防止剤を塗布し、締め付ける箇所を示す。 
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